
未来を創る「協育」の祭典

沖縄から世界へ。対話と共創が加速する、新しい教育のカタチ



LEAP DAYとは？

教育・人財育成をテーマに、子ども・若者・社会人・企業・行政など多様な主体が集い、未来社会につい

て対話と共創を行うカンファレンスイベント。

沖縄を拠点に毎年12月に開催され、学生の挑戦や社会課題への取り組みを広く共有し、世代や立場を

超えた交流を生み出す場として位置づけられている。



なぜLEAP DAYが必要なのか？
教育プログラムだけでは社会は変わらない

社会全体を巻き込む共創の場

【課題】

【解決策】

・参加者が固定化

・教育の変化が社会に広がらない

・学校だけでは限界



なぜ、今「協育」なのか？
正解のない課題に囲まれた時代。

誰かが答えを持っているわけではありません。

私たち⼀⼈ひとりが問いと向き合い、他者と出会い、繋がり、
影響を与え合うことで、前に進める。

教える‧教わるの関係を、超えていく。



なぜ、今「協育」なのか？

「教える」という⼀⽅通⾏の教育から、家庭‧学校‧

地域‧企業が⼀体となって個⼈の成⻑を⽀え合う「協

育」へ。⽴場を超えたフラットな対話を実現します。

社会全体で育む



なぜ、今「協育」なのか？

共創プラットフォーム
挑戦者（学⽣‧社会⼈）と社会課題を接続し、新し

い価値を共に創り出す場所。沖縄を拠点に、世代や

⽴場を超えた新しいコミュニティを構築します。



2025 RESULTS

過去の実績



沖縄コンベンションセンターで⽣まれた、世代を超えた圧倒的な対話の数々

4,070
延べ来場者数

92.4%
総合満⾜度

197
学⽣ボランティア(LEAPER)

LEAP DAY’25 開催実績データ



教育を「教える側」と「学ぶ側」で分断しない、LEAP DAY独⾃の参加構造

✅ 多世代構成： ⼩学⽣から経営者、⾏政まで幅広く参加

✅ 多様な所属： 学⽣32%を筆頭に、教育‧産業‧官公庁が融合

✅ 信頼の輪： Instagram等のSNSと⼝コミによる強固な集客

多様な主体が交差する場



「小学生・中学生・高校生・大学生・専門学校生」「会社員」「会社役員」「学校教員」「公務員」「自営業」「専業主婦・

主夫」が入り混じっており、教える側・教えられる側といった垣根のないエコシステムが形成されている。

🌟多世代‧多様な所属

n=1,327

多様な主体が交差する場



GOLD

SILVER
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多様な主体が交差する場：協賛企業



後援

都市フェス
パートナー

本事業は経産省「 AKATSUKIプロジェクト」に採択されています

沖縄県教育委員会　　宜野湾市　　浦添市

浦添市教育委員会　糸満市教育委員会　南城市教育委員会　沖縄市教育委員会　

恩納村教育委員会　与那原町教育委員会　中城村教育委員会　豊見城市教育委員会

南風原町教育委員会　宜野湾市教育委員会　八重瀬町教育委員会　西原町教育委員会

北谷町教育委員会　石垣市教育委員会　名護市教育委員会　那覇市教育委員会

嘉手納町教育委員会　本部町教育委員会　うるま市教育委員会　今帰仁村教育委員会

北中城村教育委員会　宮古島市教育委員会　読谷村教育委員会

多様な主体が交差する場：協⼒団体



多様な主体が交差する場：連携団体



多様な主体が交差する場：メディアパートナー



コミュニティの熱量

「紹介」という回答が非常に多く、参加者や運営の熱

量が直接の動員に繋がっている。

🌟強力な「口コミ」と SNSを起点とした集客力

Instagramの強さ

インスタグラムをきっかけに参加した層（特に若年層や専

業主婦層、教育関心層）が目立つ。

次にFacebookや登壇者のSNS投稿も機能している。

n=1,327

多様な主体が交差する場



学⽣プレゼン
社会課題への解決策を若者が提

案。⼤⼈の意識を変える瞬間。

体験ブース/ワークショップ
最新テクノロジーや教育サービス

を親⼦で体感。

主要プログラム構成

トークセッション
各界のフロントランナーと深め

る、未来のための対話。



トークセッション
教育‧⼈財育成をテーマに様々な分野‧⽴場のゲストをお呼びし、トークセッションを実施。



学⽣によるプレゼンテーション
課題を解決するためにビジネス創出や探究活動‧研究を⾏う学⽣がプレゼンテーション。



企業賞
学⽣を応援する仕組みとして、

企業賞を導⼊。

課題解決に取り組む学⽣を社会が

応援するという雰囲気を作ってい

る。



ワークショップ
未就学児〜⼩中学⽣まで楽しみながら学べるワークショップを実施。



企業ブース
協賛企業や教育系の企業が集まり、ブースを出展。
新しい教育プログラムを知ることができ、体験もできるエリア。



💡学生プレゼンテーションへの感動

「若者が社会課題を真剣に解決しようとする姿を見れて感動した」

「学生のプレゼンが圧倒的によかった」

など、学生の熱量が大人たちに強い刺激を与えた。92.4%
来場者総合満⾜度
🌟満足度と高く評価されたポイント

💡フラットな対話の場の創出

「学生も企業も行政もスタートアップもごちゃ混ぜでフラットに話せた」「官民

の垣根を越えて教育や人材育成について話し合う機会があった」と、立場を

超えた交流が高く評価された。

💡子ども向けワークショップの成功

ワークショップが子供にわかりやすく、スタッフの対応も良かったため、子供

が楽しみながら学べたという保護者からの声が寄せられた。

満⾜度



🌟参加者の意識・行動変容

「自分の可能性にフタをしてしまってい

る大人たちが、マインドセットできる機

会」（20代/会社員）

「いい話聞いて終わり、じゃなくて、『じゃ

あ明日から誰と何やる？』までイメージ

できる場になっていた」（ 40代/会社員）

「県外企業からの投資計画」「沖縄県内

企業等への企業融資」への意欲や、

「企業や行政と一緒にミニ実証や共創

ワークショップを企画したい」といった、

具体的なビジネスアクションへの発展

が見込まれます。

「自分自身へ真剣に向き合う大切さを
学べる」（50代/公務員）

大人のマインドセット変革 具体的な行動意欲の喚起 ビジネスや投資への接続

「 自分の人生の目的を改めて言語化
し、その目的に沿った生き方に素直に
なること」（20代/会社員）

「目のまえの生徒たちにまず未来を考

えさせる」（40代/学校教員）

「まずは私自身の研鑽と行動変容に

注力したい。そして家庭や仕事へ少し

ずつ関与を広げていきたい」（30代/学
校教員）

参加者の「マインドセット」と「行動」の変容



🌟参加学生の意識・行動変容

VRの体験が出来てすごく面白かったです！

（ほとんど学校に通えていない、とてもおとなしい生徒ですが、会場ではイキキとした表情で、自分の興味のままに、スキップしながら会場を回り

知ることを純粋に楽しむ姿が見られ、その中でも VR体験に視点があり、きっとそこに拓ける可能性を見つけたのだと思います。）

ドーナツ買ったり色んな凄い人達との交流を実際出来て今まで学んだ事無かった事を学べて楽しかったし面白

かったです

（中学生になり、ほとんど人と関わることを避けてきた生徒ですが、そんな彼女から出るこの感想に感動を受けています。本当は人との交流を求

めている。知りたい。そんな純粋な欲を引き出していただきました。）

起業ってやっぱり一つの "あ、これ好きだ "から始まってるのかなって思いました。
そこからその好きを極めることであんな風になるのかな、と。
最初は極めるだけじゃ他の事しれないって思ったけど一つの事極めることで、こういう LEAPDAYなどで人脈が広がり他のこともしれていく の
かなって。
それに極める事が出来たっていう経験がある事で他の事も出来るのかな。そう思いました。
興味深かった事は外国の人たちも沢山いてみんなきらきらしてた事？かな
なんか、みんな夢を持ってるような感じで。

参加者の「マインドセット」と「行動」の変容



LEAP DAY 2026 

開催概要

全国から延べ5,000⼈以上の来場を⽬指しま

す。

⽇程： 2026年12⽉26⽇(⼟)〜27⽇(⽇)

会場： 沖縄コンベンションセンター 会議棟

参加費： 無料

コンセプト： 

「協育」をテーマに未来の⼈財が集う

学⽣‧企業‧⾏政‧学校‧地域のつながりを創出



運営スタッフを超えた存在

2025年は197名が参加し、その9割が⾼校⽣。

単なるボランティアスタッフではなく、社会⼈に問いを投げかけ、

会場の熱量を引き出します。

💡問いの例

「好きなことを仕事にするためにどんな努力をしたか」

「今幸せですか」

「人生の選択に迷ったときどうしたか」

「平和＝戦争しないこと？」

「様々な差別がない状態とは何だろう」　　　　　　　などなど

LEAPER（学⽣ボランティア）の問いが⾶び交う場



定期的にイベントを実施

2026年、LEAPERをコミュニティ化

回 時期 テーマ

WS① 5月 キックオフ

WS② 8月 連携団体コラボ企画（交流会系）

WS③ 10月 企業×探究学習コンテンツ

WS④ 12月 LEAP DAY 直前決起

WS⑤ 2or3月 スピンオフWS



「令和7年度社会課題解決型クラウドファンディング活用事業に係る認定事業」に採択されました 👏

🤔企業版ふるさと納税とは？
企業が自治体に寄付すると、 最大で寄付額の 9割が軽減される仕組み

つまり・・・

沖縄県にご寄付いただき、寄付先をLEAP DAYにしていただくと、

寄付額の最大9割の控除が受けられ、LEAP DAYも応援できるという仕組み 🙌

沖縄県企業版ふるさと納税の寄付先に認定

損金算入約3割 税額控除最大6割
企業負担
最小1割

　寄付額　



LEAP DAYを⼈財育成の甲⼦園へ

協賛‧協⼒‧連携など

LEAP DAY 2026 パートナーシップ募集中



お問い合わせ先

サイトの「コンタクト」からお問い合わせいただくか

以下までご連絡ください。

LEAP DAY実⾏委員会

電話：050-5468-1329（代表）

メール：info@leapday.jp（担当：畑中）



未来を創る「協育」の祭典

沖縄から世界へ。対話と共創が加速する、新しい教育のカタチ


